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　健康志向が高まっている昨今ですが、日頃から
体調が悪くてもなかなか医療機関に行かれない人
が多いのではないかと思います。診療所・病院が、
いつでも診察を受け付けていれば良いのですが、
現実にはそうとは限りません。と申しますのも、診
療にはいろいろな職種のいろいろな働きがあって
診断・治療がなされますが、時間外ですと限られ
た人数のなかでやりくりしている状況ですので、
十分な検査などができない場合があります。従っ
て、診療時間内に受診していただくのが一番安心
です。
　救急医療は、大きく３段階に分かれています。
　「熱が出た」「下痢をした」などの一次救急から、

「入院治療が必要」「手術が必要」などの二次救急、
さらには最新医療設備・スタッフを必要とする三
次救急などです。
　ご存じのように市立岡谷病院は、日中・時間外
とも一次・二次救急までを守備範囲にしていま
す。しかし、スタッフの少ない時間外に一次救急患
者さんが多数受診されますと、本来重視しないと
いけない二次救急に対するマンパワー・時間がな
くなり、使命を全うできません。
　急に具合が悪くなったらまず、かかりつけの診
療所に連絡してみてください。連絡がつけば、そこ
から指示をもらうのが一番です。連絡がつかない

場合や、生命に関わるような症状の時（意識がな
い・呼吸がおかしい・出血が止まらないなど）は、
救急車を依頼しましょう。無理に動かしたりする
と状態が悪化することもありますので、注意が必
要です。ご自分で話ができる場合には、病院に電話
してください。適切な指示をいたします。
　皆さんご存じでしょうか？  昨年６月より岡谷
市医師会の医師が中心になって、土・日をのぞく
毎日、午後７時から９時まで、市立岡谷病院内に設
置した岡谷市夜間成人急病センターで診療（一次
救急）を行っています。これとは別に病院当直医も
いますので、成人の急病に対しては、ほぼ対応可能
です。この時間内に受診していただければ、最初に
述べた検査もある程度まで対応していますので、
ご利用ください。センターでは診察を受けていた
だき、可能な範囲の治療・投薬はいたしますが、必
要があれば最適な治療方針をお伝えして、入院治
療（二次救急）または高度医療施設（三次救急）へ
の紹介などもいたします。
　でもやはり、体調が悪いときは、速やかに診療
所・病院で受診してください。「早期発見」「早期
治療」が何より本人のためですし、医療経済上も一
番よろしいかと思われます。
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